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(57)【要約】
　　
【課題】基盤接続用ジャックコネクタに結合するプラグ
型のケーブル付コネクタにおいて、ケーブルに帯電した
電荷又は人体の静電気が放電し、基盤内機器を破損する
ことのないようにした新規なケーブル付コネクタを提供
することを目的とする。
【解決手段】中心コンタクト３の先端の外側にコンタク
トスリーブ４を中心コンタクト３の軸方向にスライド可
能に設け、このコンタクトスリーブ４に外方に突出する
接触部６を設けてあり、このコンタクトスリーブ４に中
心コンタクト３の先端方向の弾圧力を付与し、上記コン
タクトスリーブ４の接触部６を固定されたシェル９に接
触させてあることを特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　中心コンタクトの先端の外側にコンタクトスリーブを中心コンタクトの軸方向にスライ
ド可能に設け、このコンタクトスリーブに外方に突出する接触部を設けてあり、このコン
タクトスリーブに中心コンタクトの先端方向の弾圧力を付与し、上記コンタクトスリーブ
の接触部を固定されたシェルに接触させてあることを特徴とするケーブル付コネクタ。
【請求項２】
　コンタクトスリーブの外側に絶縁体をコンタクトスリーブと同時にスライドするように
設けてあることを特徴とする上記請求項１に記載のケーブル付コネクタ。
【請求項３】
　コンタクトスリーブに中心コンタクトの先端方向の弾圧力を中心コンタクトに巻き付け
たコイルバネにより付与してあることを特徴とする上記請求項１又は２に記載のケーブル
付コネクタ。
【請求項４】
　コンタクトスリーブに外方に突出して設けた接触部をコンタクトスリーブに外向きに設
けた鍔部により構成し、この鍔部が固定されたシェルの内向きに設けた鍔部に接触するよ
うにしてあることを特徴とする上記請求項１乃至３の何れかに記載のケーブル付コネクタ
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、基盤接続用ジャックコネクタに結合するプラグ型のケーブル付コネクタに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　ケーブル付コネクタにおいては、ケーブルが長い場合、ケーブルに帯電することが多く
、プラグ型のケーブル付コネクタを基盤接続用のジャックコネクタに結合する際、上記ケ
ーブルに帯電した電荷又は人の静電気が放電し、基盤内機器を破損する可能性があり好ま
しくない。
【０００３】
　その為、従前では、ケーブル付コネクタを基盤接続用のジャックコネクタに結合する際
にショート冶具或いは放電冶具を用いてケーブルに帯電した電荷を放電させていた。
【０００４】
　このショート冶具或いは放電冶具を用いることなく基盤装置側のコネクタにケーブル付
コネクタを結合する際、結合前に自動的にケーブルに帯電した電荷を放電させることを可
能としたコネクタが知られている（例えば特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平８－１８０９４２
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記公知のコネクタは、プリント配線板で構成されるコネクタに関するもので、平板状
であるため、プラグ型のケーブル付コネクタには不向きである。
【０００７】
　本発明は、基盤接続用ジャックコネクタに結合するプラグ型のケーブル付コネクタにお
いて、ケーブルに帯電した電荷又は人体の静電気が放電し、基盤内機器を破損することの
ないようにした新規なケーブル付コネクタを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
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【０００８】
　そのために、本発明ケーブル付コネクタは、中心コンタクトの先端の外側にコンタクト
スリーブを中心コンタクトの軸方向にスライド可能に設け、このコンタクトスリーブに外
方に突出する接触部を設けてあり、このコンタクトスリーブに中心コンタクトの先端方向
の弾圧力を付与し、上記コンタクトスリーブの接触部を固定されたシェルに接触させてあ
ることを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明ケーブル付コネクタは、コンタクトスリーブの外側に絶縁体をコンタクト
スリーブと同時にスライドするように設けてあることを特徴とする。
【００１０】
　さらに、本発明ケーブル付コネクタは、コンタクトスリーブに中心コンタクトの先端方
向の弾圧力を中心コンタクトに巻き付けたコイルバネにより付与してあることを特徴とす
る。
【００１１】
　また、本発明ケーブル付コネクタは、コンタクトスリーブに外方に突出して設けた接触
部をコンタクトスリーブに外向きに設けた鍔部により構成し、この鍔部が固定されたシェ
ルの内向きに設けた鍔部に接触するようにしてあることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明のケーブル付コネクタは、中心コンタクトの先端の外側にコンタクトスリーブを
中心コンタクトの軸方向にスライド可能に設け、このコンタクトスリーブに外方に突出す
る接触部を設けてあり、このコンタクトスリーブに中心コンタクトの先端方向の弾圧力を
付与し、上記コンタクトスリーブの接触部を固定されたシェルに接触させてあることを特
徴とするから、基盤接続用ジャックコネクタに接続する前には、ケーブルに帯電した電荷
又は人体の静電気は、固定されたシェルに放電され、電荷がたまることがない。従って、
基盤接続用ジャックコネクタに本発明のケーブル付コネクタを結合させても、基盤接続用
ジャックコネクタに放電することなく、基盤内機器が破損することがない効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明のケーブル付コネクタの基盤接続用ジャックコネクタと結合していない状
態の半断面図である。
【図２】本発明のケーブル付コネクタの基盤接続用ジャックコネクタと結合した状態の半
断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　図面に示した実施例により本発明の詳細を説明する。
【００１５】
　図中符号１が本発明ケーブル付コネクタで、符号２が基盤接続用ジャックコネクタであ
る。本発明ケーブル付コネクタ１には、その中心に中心コンタクト３が設けてある。この
中心コンタクト３に図示しないケーブルが接続させてある。この中心コンタクト３の先端
の外側に導電体からなる筒状のコンタクトスリーブ４を中心コンタクト３の軸方向にスラ
イド可能に中心コンタクト３に接触させて設けてある。このコンタクトスリーブ４は、中
心コンタクト３に巻き付けたコイルバネにより中心コンタクト３の先端方向の弾圧力が付
与されている。また、このコンタクトスリーブ４にはその後端に後述する導電体からなる
固定されたシェルに接触する鍔部からなる接触部６を設けてある。
【００１６】
　上記コンタクトスリーブ４の外側には筒状の絶縁体７を該コンタクトスリーブ４と同時
にスライドするように設けてある。この絶縁体７の外側には同じく筒状の絶縁体８を設け
てあり、この絶縁体８の長さは、コンタクトスリーブ４と略同じ長さである。この絶縁体
８の後半部の外側に導電体からなる筒状の固定されたシェル９を設けてあり、このシェル
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９の内側に内向きの鍔部１０を絶縁体８の後端に接触させて設けてある。この他図中符号
１１は接続スリーブである。
【００１７】
　基盤接続用ジャックコネクタ２にはその中心に中心コンタクト１２を設けてあり、その
外側に筒状の絶縁体１３を設けてある。
【００１８】
　基盤接続用ジャックコネクタ２にケーブル付コネクタ１を結合するためには、基盤接続
用ジャックコネクタ２の中心コンタクト１２にケーブル付コネクタ１の中心コンタクト３
を差し込むようにするが、その際、ケーブル付コネクタ１のコンタクトスリーブ４と絶縁
体７が、基盤接続用ジャックコネクタ２の中心コンタクト１２と絶縁体１３に押されて、
コイルバネの弾力に抗して中心コンタクト３に沿って内側にスライドして移動する。この
移動に伴いコンタクトスリーブ４の鍔状の接触部６がシェル９の内向き鍔部１０との接触
を解いて後方に移動する。　この作動に際して、中心コンタクト３はコンタクトスリーブ
４を介してシェル９に接続してショートしてあるから、中心コンタクト３には全く荷電さ
れていない。従って、ケーブル付コネクタ１を基盤接続用ジャックコネクタ２に結合して
もケーブルからの放電による基盤内機器を破損することはない。
【符号の説明】
【００１９】
　　１　ケーブル付コネクタ
　　２　基盤接続用ジャックコネクタ
　　３　中心コンタクト
　　４　コンタクトスリーブ　
　　５　コイルバネ
　　６　接触部
　　７　絶縁体
　　８　絶縁体
　　９　シェル
　　１０　鍔部　　
　　１１　接続スリーブ
　　１２　中心コンタクト
　　１３　絶縁体　
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